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研究ノート

フードデリバリーとは

フードデリバリーとは、いわゆる出前サービス

のことで、「飲食店の料理を届けるだけ」のサー

ビスを指していた。フードデリバリーの代表的な

ものは「宅配ピザ」であり、料理が配達され、料

金を支払った時点でサービスは完了する1）。最近

では、出前や宅配弁当サービスなども含め、PC

やスマートフォンを通じて、オンラインで料理を

注文し、配達を得るサービスがフードデリバリー

とされている2,3）。

フードデリバリーの歴史

フードデリバリーの前身と考えられる出前サー

ビスの歴史は古く、江戸時代の中ごろに始まった

と考えられている4-7）。出前は、明治・大正時代

になって本格的に普及し、高度経済成長時代に全

盛となった4,8）。

ａ．受注代行サービス

このような出前の状況に対し、出前館（当時

「夢の街創造委員会」の名称）は、2000年に受注

代行サービスをスタートさせている。これは、

Web上で、出前を実施している店舗を紹介し、
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受注を代行するものである9-12）。また、楽天は

2002年 2月から受注代行サービスを開始してい

る13,14）。この段階では、配達代行サービスは実施

されず、各店舗が出前として実施していたようで

ある。

ｂ．有料の配達サービス

料理の宅配を印象付けたのは、1985年に日本に

上陸したドミノ・ピザではないかと考えられる。

宅配専門のピザ店という位置づけで、ピザ宅配専

用の3輪スクーターも開発している15-17）。この段

階では、ドミノ・ピザは宅配専門であり、配送料

は明確ではなかった。

これに対し、マクドナルドが、2010年12月に東

京都を中心に有料の配達サービス「マックデリバ

リー」をスタートさせ、2012年11月には全国展開

を開始している。このデリバリーサービスでは、

最低購入金額に加え配送料300円が明記されてい

る18-20）。これは、出前サービスの一つであり、従

来の無料の出前サービスに対し、有料の出前サー

ビスが広く認識された最初になるのではないかと

考えられる。

一方、ドミノ・ピザは、2012年に店頭販売であ

る持ち帰りサービスを開始し21）、2014年から、こ

の持ち帰りサービスを本格的に運用している17）。

この段階で、ドミノ・ピザのおおよその配達料が

顧客に認識されることになり、配達が有料である

ことが明確になったものと考えられる。

これとは別に、2000年9月に、セブン－イレブ

ンが「すぐ食べられるごはん・惣菜」と「調理が

かんたん新鮮食材」の宅配サービスである「セブ

ン・ミール」を開始している。開始時には、最低

購入金額に加え配送料200円が明記されている22）。

しかしながら、これは、基本的にはセブン－イレ

ブンを含むセブン＆アイグループの商品のネット

販売をおこなうオムニセブンの商品の配達サービ

スに属するものであり、出前としての配達サービ

スではないものと考えられる。

ｃ．配達代行サービス

2014年5月には、NTTドコモがフード宅配サー

ビス「dデリバリー」を開始している23,24）。この

時、加盟店に出前を実施していないチェーン店が

含まれていたことから25）、この時点で、配達代行

サービスがスタートしたものと考えられる。

一方、出前館は、2016年8月に、出前を実施し

ていない店舗に対する「配達代行モデル」を開始

し26）、2017年3月から「シェアリングデリバリー」

として本格的に運用を開始し、2021年にかけて全

国的に拡大している27,28）。また、楽天は、2018年

2月に「楽天デリバリーシステム」として、出前

対応していなかったレストランなどの料理の配達

代行サービスを追加している29）。

飲食店の料理の配達サービスを印象付けたと考

えられるUberEatsは、2016年9月に東京で受注

代行・配達代行サービスを開始している30）。フー

ドデリバリーに関してトピックスになったと考え

られる事項を図1にまとめた。

2010年のマクドナルドの有料の配達サービスの

開始と、2012年のドミノ・ピザによる実質的な店

頭販売である持ち帰り割引の開始により、それま

で無料のサービスと考えられていた出前が、有料

の配達サービスと認知され、2014年のNTTドコ

モや、2016年の出前館とUberEatsなどの宅配代

行サービスが成り立つ土壌が培われたのではない
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図１ フードデリバリーのトピックス



かと考えられる。

フードデリバリーのビジネスモデル

フードデリバリーは、基本的には、受注代行サー

ビスと配達代行サービスから成り立っている2,31,32）。

フードデリバリーの開始当初はインターネットに

よる受注代行であった。この場合、フードデリバ

リーは、加盟する飲食店の広告宣伝と受注を代行

するサービスを提供し、顧客への配達は飲食店独

自の出前によった（「受注代行型」、図2a参照）。

加盟店はフードデリバリーに対し、広告宣伝と

受注代行の利用料を支払うことになる。出前館の

初期の試算によると、飲食店の出前の広告宣伝と

受注には、売上げの8％程度の経費がかかってお

り、フードデリバリーの利用料を売上げの5～10

％に設定することでビジネスとして成り立つとし

ている9-12,33）。

その後、フードデリバリーには配達代行が追加

されるが（「受注代行＋配達代行型」、図2b参照）、

これに対しては、すべての代行サービスをあわせ

て、売上げの35～40％の利用料が設定されてい

る33-35）。これらの手数料に加えて、別途、顧客か

ら配送料を徴収している場合が多い。配送料は変

動制であるがおおよそ200円～400円、UberEats

では商品代の10％（700円以下の場合150円）となっ

ている。顧客は、料理代金とそのサービス料10％、

消費税の8％に加え、さらに配送料を支払うこと

になるし、店舗内のメニューとは異なる特別メニュー

のみ注文可能となる場合もある35-38）。配達代行サー

ビスにおける配送員は、いわゆるアルバイトなど

として雇用契約を結んで配達員を雇用している場

合と、個人に対して業務委託という形で配送を依

頼している場合とがある。出前館は併用、Uber

Eatsは主に業務委託である。雇用契約を結んで

いる配送員の場合、拘束時間に対する時給制が主

流のようであり、業務委託の場合は、配送に対す

る報酬制となっている39-44）。

飲食店が出前サービスを独自に無料のサービス

として実施した場合に、必要と考えられる広告宣

伝・受注・配達にかかる投資費用・運用費用・人

件費・メンテナンス費用などの経費の総額と、飲

食店がフードデリバリー実施会社に受注代行から

配達代行までを委託した場合に、委託会社に支払

う利用料（売上の35～40％）は、ほぼ等価である

と試算されている45-47）。

フードデリバリーの利用状況

ａ．市場規模

フードデリバリーの市場規模は、2015年に

3,564億円であったものが、2016年に3,770億円、

2017年に3,857億円、2018年に4,048億円、2019年

に4,183億円と増加していたものが、2020年には

6,264億円と大きく増加している48,49）。これは、フー

ドデリバリーへの対応を始めた飲食店が増えた点、

新規参入が相次いだ点、フードデリバリーの対象

エリアが拡大した点が要因ではあるが、特に、新

型コロナウイルス感染拡大の影響でイートインが

減少し、フードデリバリーの利用が増加した点も

大きな要因であると考えられている。
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図２ フードデリバリーのビジネスモデル

※顧客の支払う料金のうち、加盟店には、フード

デリバリーの利用料などが差し引かれた代金が支

払われる。



実際、飲食店の売上げに対する出前・デリバリー

の占める割合は、2016年が3.0％、2017年が3.0％、

2018年が3.1％、2019年が3.1％と、売上に対して

3.0％程度で推移していたものが、2020年に6.5％

と大きく増加している49）。2020年11月のクロス・

マーケティングの調査では、フードデリバリーを

利用した経験のある人のうちの30％が、新型コロ

ナの感染拡大後に初めて利用したか、利用頻度が

増加したと答え50）、2020年12月のフランチャイズ

WEBリポートの調査でも、3.4％がコロナ後に初

めてテイクアウト・デリバリーを利用し、32.1％

がコロナ後に利用頻度が増えたと回答しているこ

とが示されている51）。

ｂ．利用頻度と利用金額

フードデリバリー利用について、2010年2月の

DIMSDRIVEの調査によると、フードデリバリー

の利用率は62.1％であり、店舗を探す方法は、

「折り込みチラシなど」61.2％、「インターネット」

36.2％である。この時点での「オンラインデリバ

リー」の利用率は、全体の22.5％と計算される。

また、フードデリバリー利用者の利用頻度は、

「2～3か月に1回程度」が22.9％で最も多く、

次いで「半年に1回程度」が20.3％、「年に1回

未満」が20.1％であり、「月に1回程度」は14.3％、

「月に2～3回程度」9.1％、「週に1回以上」3.1

％であることが示されている52）。

2019年8月のMMD研究所の調査では、「イン

ターネットでフードデリバリーを1年以内に利用

したことがある人」は全体の29.9％であり、利用

したことがある人の利用頻度は、「ほぼ毎日」が

0.8％、「週に3～4回程度」が1.1％、「週に1回

程度」が4.8％、「1か月に2～3回程度」が9.9％、

「1か月に1回程度」が15.7％、「2～3か月に1

回程度」が25.6％であり53,54）、同じく、MMD研

究所の2020年6月の調査では、「インターネット

でフードデリバリーを1年以内に利用したことが

ある人」は全体の46.4％に上昇し、利用したこと

がある人の利用頻度は、「ほぼ毎日」が2.6％、

「週に3～4回程度」が2.8％、「週に1回程度」

が11.4％、「 1か月に 2～3回程度」が16.6％、

「1か月に1回程度」が17.3％、「2～3か月に1

回程度」が22.5％に、それぞれ上昇していること

が示されている55,56）。

利用者の性年代別では、MMD研究所の2020年

6月の調査によると、男性の利用率は、高い順に

30代51.7％、40代44.1％、20代40.0％、10代44.7％、

女性は、20代57.5％、30代51.9％、40代37.6％、10

代40.0％で、2019年に比べ2020年には、男性、女

性とも10代、20代の利用率が大きく上昇している

（10代で、男性28.8ポイント、女性17.8ポイント上

昇、20代で、男性19.7ポイント、女性18.0ポイン

ト上昇）ことが示されている55,56）。

1回あたりの平均購入金額について、2010年2

月の DIMSDRIVEの調査によると、「食事の出

前・フードデリバリー」の1回あたりの平均利用

額は、「1,000円未満」が19.5％、「1,000円～1,500

円未満」が38.2％、「1,500円～2,000円未満」が

18.0％、「2,000円～2,500円未満」が9.5％、「2,500

円～3,000円未満」が6.2％、「3,000円～4,000円未

満」が3.1％、「4,000円以上」が2.9％で、全体の

75.7％が「2,000円未満」であり、1回あたりの購

入金額は2,000円未満が中心になっていることが

示されている52）。

2020年12月のオリコンの調査では、「1,000円未

満」が1.5％、「1,000円～1,500円未満」が10.3％、

「1,500円～2,000円未満」が16.6％、「2,000円～

2,500円未満」が21.2％、「2,500円～3,000円未満」

が10.3％、「3,000円～4,000円未満」が23.1％、

「4,000円以上」が16.8％とであり、1回あたりの

購入金額は「2,000円～3,000円」が中心になって

いることが示されている57）。

このように、フードデリバリーの利用が増加し

た内訳は、利用者の利用頻度の増加に加え、特に

10代、20代の利用者の増加と、1回あたりの利用

金額の増加が寄与していることがわかる。

ｃ．利用されるメニューとフードデリバリー

2010年2月のDIMSDRIVEの調査によると、

食事の出前・フードデリバリーの利用経験者によ

る複数回答で、利用しているフードデリバリーは

「ピザ・パスタ」が78.3％と突出し、以下、「寿司」
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が37.2％、「ラーメン・中華」が15.4％と続くこと

が示されている52）。

2019年8月のMMD研究所の調査によると、

フードデリバリー利用経験者が利用するメニュー

は、「ピザ」71.7％、「ハンバーガー」17.9％、「ファ

ミリーレストランのデリバリー」17.6％、「お寿

司」16.5％、「ラーメン・中華」10.9％、「お弁当」

10.9％、「丼もの」9.9％と続き、最もよく利用す

るフードデリバリーは、「ドミノ・ピザ」や「マ

クドナルド」などの「直営店」が40.5％で、「出

前館」が21.1％、「UberEats」が12.0％と続くこ

とが示されている53,54）。同じく、MMD研究所の

2020年6月の調査では、利用するメニューは「ピ

ザ」60.8％、「お寿司」23.2％、「ファミリーレス

トランのデリバリー」20.4％、「ハンバーガー」

20.1％、「お弁当」17.9％、「ラーメン・中華」15.8

％、「カレー」15.3％、「丼もの」14.4％と続き、

最もよく利用するフードデリバリーは、「直営店」

が32.8％、「UberEats」が27.8％、「出前館」が

16.6％と続くことが示されている55,56）。

2020年11月のクロス・マーケティングの調査で

も、利用したことがあるフードデリバリーでは、

「店舗に直接依頼」が47.6％で、「出前館」が32.0

％、「UberEats」が23.1％と続くことが示されて

いる50）。

フードデリバリーで利用されるメニューでは、

「ピザ」が最も多いものの、「寿司」や「ラーメン・

中華」に加え、「ファミリーレストランのデリバ

リー」、「ハンバーガー」などに多様化し、利用す

るフードデリバリーでは、「出前館」や「Uber

Eats」の利用が大きく増加している。

ｄ．利用する理由

2010年2月のDIMSDRIVEの調査によると、

利用経験者の複数回答で「忙しくて食事が用意で

きない時」32.9％と最も多く、「その料理が食べ

たい時」31.5％、「料理を作るのが面倒な時」31.4

％、「記念日など」23.7％、「友人・知人などが訪

ねて来た時」22.8％、「親戚などの集まり」18.6％

と続くことが示されている52）。

2019年8月のMMD研究所の調査では、複数

回答の多い順に「その料理を食べたいとき」43.2

％、「料理するのが面倒なとき」42.7％、「外食を

したいが家を出るのが億劫なとき」41.6％、「家

から出られないとき」24.5％、「イベントがある

とき」14.7％、「家族・知人が集まったとき」14.7

％と続くことが示され53,54）、同じく、MMD研究

所の2020年6月の調査では、複数回答で「料理す

るのが面倒なとき」55.8％、「その料理を食べた

いとき」40.0％、「外食をしたいが家を出るのが

億劫なとき」28.7％、「家から出られないとき」

28.2％、「イベントがあるとき」25.6％と続いてい

ることが示されている53,54）。

特に、「料理するのが面倒なとき」という回答

が、2010年には30％程度であったものが、2019年

には40％、2020年には55％以上と増加している。

一方、「家から出られないとき」という回答は

2019年と2020年で25％程度であり、また、「イベ

ント」などでの利用は、2010年～2020年では20％

程度で推移しているものと考えられる。

2019年から2020年にかけて、コロナの影響で外

出が控えられ、フードデリバリーの利用が大きく

増加したと考えられている48-51）が、利用したきっ

かけは新型コロナの感染拡大により外出が控えら

れたためであるが、その便利さから、「料理する

のが面倒なとき」が主な理由になっていった可能

性も考えられる。

ｆ．利用時の不満

フードデリバリー利用者の利用時の不満では、

2010年2月のDIMSDRIVEの調査によると、回

答数の多い順に「（1人前など）少量を頼みづら

い」が39.6％、「外食よりも高くつく」が38.7％、

「最低注文価格が設定されており頼めない」が

20.5％であることが示されている52）。2019年8月

のMMD研究所の調査では、回答数の多い順に

「値段が高い」35.2％、「配達に時間がかかる」

22.4％、「配送料がある」21.6％、「最低利用金額

がある」20.3％と続くことが示され53,54）、同じく、

MMD研究所の2020年6月の調査では、「値段が

高い」51.0％、「配達に時間がかかる」23.4％、

「配送料がある」23.2％、「最低利用金額がある」

フードデリバリーの現状と女子大学生のフードデリバリー
利用状況についての調査

33



18.6％で続くことが示されている55,56）。

2010年に「外食よりも高くつく」38.7％であっ

た価格に対する不満が、2019年では「値段が高い」

35.2％とあまり変わらなかったにもかかわらず、

2020年に51.0％と大きく増加している。

一方、フードデリバリーを利用したことがない

人の「利用しない理由」について、2020年8月の

ファンくるの調査では、「配送料が高い」という

理由で「利用しない・利用したことがない」が48

％であることが示されている58）。

女子大学生のフードデリバリーの利用状況

2020年に10代、20代のフードデリバリーの利用

が増加していることが先行の調査で示されている

が、その詳細については確認できなかった55,56）。

そこで、その当事者の一角と考えられる女子大学

生のフードデリバリーの利用状況について調査を

実施した。2020年9～10月に、調査に同意の得ら

れた女子大学生にSNSでアンケートをお願いし、

得られた回答を集計した（鎌倫-19021）。回答者

は女子大学生112名（2年生15名、3年生44名、

4年生53名、回答率59.3％）であった。

回答者112名のうち、「実家暮らし」と答えた人

は82名（73.2％）、「1人暮らし」と答えた人は30

名（26.8％）であった。「フードデリバリーを利

用したことがあるかどうか」の質問に対して、

「実家暮らし」で「利用したことがある」と答え

た人は82名中55名（67.0％）、「 1人暮らし」で

「利用したことがある」と答えた人は30名中21名

（70.0％）であった。Yatesの連続補正をおこなっ

た Fisherの直接確率検定で「実家暮らし」で

「利用したことがある」割合と、「1人暮らし」で

「利用したことがある」割合との間に有意差がな

かったため、今回は「実家暮らし」と「1人暮ら

し」の区別はおこなわないことにした。

図3に「フードデリバリーを利用したことがあ

るかどうか」に対する答えと、フードデリバリー

を利用したことがある場合、「利用する頻度はど

れぐらいか」に対する答えをまとめて示した。フー

ドデリバリーを利用する頻度では、単回答で、

「利用したことがない」と答えた人が32.1％（112

名中36名）、「利用したことがある」と答えた人が

67.9％（112名中76名）であり、フードデリバリー

を利用したことがあると答えた76名のうち、「ほ
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図３ フードデリバリーを利用する頻度

2020年9～10月のアンケートの回答者112名の単

回答。

図４ 利用したことがあるフードデリバリー

2020年9～10月のアンケートで、フードデリバリー

を利用したことがあると答えた76名の複数回答。

図５ フードデリバリーを利用した理由

2020年9～10月のアンケートで、フードデリバリー

を利用したことがあると答えた76名の複数回答。



とんど利用しない」が71.1％（76名中54名）、「月

1～4回」が27.6％（同21名）、「月5～7回」が

1.3％（同1名）、「月8回以上」は0％（同0名）

であった。

また、「フードデリバリーを利用したことがあ

る」と答えた76名（全体の67.9％）に、利用した

ことがあるフードデリバリーについて質問した結

果を図4に示した。複数回答で、「ピザ」が76名

中64名（84.2％）、「UberEats」が21名（27.6％）、

「出前館」が19名（25.0％）、「ファミリーレスト

ラン」が16名（21.9％）、その他が7名（9.2％）

であった。

「フードデリバリーを利用したことがある」と

答えた76名（全体の67.9％）が「フードデリバリー

を利用した理由」では、図5に示したように、複

数回答で、「その料理が食べたい」42名（55.2％）、

「便利」41名（53.9％）、「外出したくない」29名

（38.1％）、「料理をするのが面倒」26名（34.2％）、

「その他」4名（5.2％）であった

「フードデリバリーを利用したことがある」と

答えた76名のうち、「値段が高い」と感じている

人が33名（43.4％）、「値段は普通」と感じている

人が37名（48.6％）、「値段が安い」と感じている

人が6名（7.8％）であった。

また、「フードデリバリーを利用したことがな

い」と答えた36名（全体の32.1％）に対して「利

用しない理由」を質問したところ、複数回答で、

「値段が高い」と答えた人が19名（52.8％）、注文

するのが「面倒である／手順が分からない」が13

名（36.1％）、「配達区域外だから」が5名（13.9

％）、「知らない人に配達されるのが不安」が5名

（13.9％）と上位を占めた。

今回、調査した女子大学生においては、2020年

の先行調査55,56）と比較し、「利用したことがある」

の割合は67.9％と高いが（先行調査では10代女性

が40.0％、20代女性が57.5％）、利用頻度は、単純

に比較できないが、先行調査よりも低くなってい

た（「月に1回」以上の割合の合計が、先行調査

の50.7％に対し28.9％）。つまり、リピート利用が

少ないと考えられる。また、「利用したことがあ

るデリバリー」では、ピザ系（84.2％）の利用が

多く（先行調査では60.8％）、利用した理由では、

「その料理が食べたい」55.2％が最も高くなって

いた（先行調査では「料理するのが面倒なとき」

55.8％）。

このような結果から、利用率は高いが利用頻度

が低い点と、利用したフードデリバリーやその理

由などから、「食べたい料理（主に宅配ピザ）が

あるので、話題のフードデリバリーを試してみた。」

というのが、主な利用の状況ではないかと推測さ

れる。一方、「便利」であると感じている回答者

が多い（53.9％）ことから、今後、利用頻度が上

がる可能性はあるものの、「値段が高い」と感じ

ている回答者も多いので（利用者の43.4％、非利

用者の52.8％）、大きくは伸びない可能性も考え

られる。

まとめ

先行調査で、2020年に、特に10代、20代のフー

ドデリバリーの利用が増加していることが示され

ているが、調査した女子大学生において、フード

デリバリーを利用した経験はあるものの、その利

用頻度は低く、「宅配ピザを食べたいから」とい

うのが主な利用の状況であることが示唆された。

現時点では、調査対象においては、「とりあえず

試してみた段階」と考えられる結果であった。

終わりに

本研究を実施するにあたり、調査にご尽力いた

だきました、今井菜々子さん、川口純佳さん、椎

名千尋さん、平山瑞季さん、山本奈穂さん、およ

びアンケートにご協力いただきました皆様に深く

感謝の意を表します。
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要旨

最近、特に10代、20代のフードデリバリーの利

用が増加していることが先行調査で示されている

が、調査した女子大学生において、利用経験はあ

るものの、その利用頻度は低く、宅配ピザが主な

利用であることがわかった。

（2021年9月13日受稿）
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